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平
均
で
３
％
引
き
上
げ
の
主
な
要
因
は
。

被
保
険
者
数
が
減
少
し
た
の
で
税
収
は
減
り
ま
す
が
、医
療

費
は
下
が
っ
て
い
な
い
た
め
で
す
。ま
た
、令
和
３
年
度
か
ら
の
繰

越
金
が
約
３
２
０
万
円
と
少
な
い
の
も
要
因
で
す
。

医
療
費
が
減
ら
な
い
の
は
、
手
術
や
長
期
入
院
な
ど
の
患
者

が
多
い
た
め
か
。

脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
は
高
度
医
療
を
伴
う
の
で
、重
症

化
す
る
と
医
療
費
が
高
く
な
り
ま
す
。ま
た
、精
神
疾
患
が
占
め

る
医
療
費
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　ＱＱ　Ｑ Ａ　ＡＡ　Ａ

6 月 定 例 会6 月 定 例 会

議 案 審 議

６月定例会

６月定例会は10日から16日まで、７日間の
会期で開催されました。
国民健康保険税条例の一部を改正する条
例、一般会計第１次補正予算など９議案が原案
の通り可決され、16日に閉会しました。

国保税１人あたり平均で4,327円の引き上げ国保税１人あたり平均で4,327円の引き上げ

議　案
第43号

古
殿
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一部
を
改
正
す
る
条
例

未
就
学
児
の
均
等
割
は

引
き
下
げ

● 

国
保
税
１
人
あ
た
り
平
均
で
４
３
２
７
円
の
引
き
上
げ

● 

未
就
学
児
に
対
す
る
均
等
割
額
を
５
割
に
軽
減
す
る
も
の

● 

国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に
伴
う
、国
保
税
の
限
度
額
の

　
　引
き
上
げ

質
　疑論

討税
金
や
生
活
の
様
々
な
負
担
が
非
常
に
大
き
く
な
る
た
め
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
も
含
め
た
対
応
で
住
民
の
生
活

を
守
る
べ
き
と
い
う
観
点
か
ら
、こ
の
条
例
に
反
対
し
ま
す
。

基
金
か
ら
１
４
４
０
万
程
を
取
り
崩
し
て
、
で
き
得
る

限
り
保
険
税
の
引
き
上
げ
幅
を
縮
小
し
、
加
入
者
の
負
担

軽
減
の
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
と
し
て
賛
成
し
ま
す
。

岡
部
　
淳
一 

議
員

佐
藤
　
弘
信 

議
員

　

決
可

起
立
多
数

議　案
第48号

令
和
４
年
度
古
殿
町
一
般
会
計
第
１
次
補
正
予
算

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策
な
ど

増
額
補
正

●
町
民
１
人
に
１
万
円

（
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策
商
品
券
配
布
）　
　
　
　
４
８
１
４
万
円

●
18
歳
以
下
で
低
所
得
の
子
ど
も
１
人
に
５
万
円
、

そ
の
他
１
人
に
２
万
円

（
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
）　
　
　
　
　
　
１
２
７
８
万
円

●
非
課
税
世
帯
・
家
計
急
変
世
帯
１
世
帯
に
10
万
円

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
）　
３
０
０
万
円

　　
な
ど
１
億
４
０
２
３
万
８
０
０
０
円
を
増
額
し
、
総
額
を
41
億
５
３
２

３
万
８
０
０
０
円
と
す
る
も
の
。

国
の
予
算
が
あ
る
も
の
と
、
町
独
自
の

予
算
で
行
う
も
の
が
あ
る
の
か
。

低
所
得
者
の
方
々
に
は
国
か
ら
の
全
額

支
援
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
、

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
充
て
た
町
独
自
の

施
策
で
す
。

Ｑ　ＱＡ　Ａ

　

決
可

成
賛
員
全

議
員
発
議
・
請
願
の
処
理

発　議
第２号

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

住
民
の
生
活
を
守
る
べ
き

負
担
軽
減
措
置
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
発
議
者
　
佐
藤
　
弘
信

　
　
　
　
　
　
賛
成
者
　
矢
内
　
泰
吉
　
ほ
か
５
人

【
趣
旨
】

　
防
災
・
減
災
や
災
害
復
旧
、
社
会
保
障
の
維
持
・
確
保
、
脱
炭
素
化

対
策
、
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
や
、
デ
ジ
タ
ル
化
対
策
な

ど
、
増
大
す
る
地
方
公
共
団
体
の
財
政
需
要
を
的
確
に
把
握
し
、
十
分

な
地
方
一
般
財
源
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

　

決
可

成
賛
員
全

発　議
第３号
「
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
事
業
」
の
継
続

と
、
被
災
児
童
生
徒
の
十
分
な
就
学
支
援
を
求

め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
発
議
者
　
佐
藤
　
弘
信

　
　
　
　
　
　
賛
成
者
　
矢
内
　
泰
吉
　
ほ
か
５
人

【
趣
旨
】

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
家
庭
の
子
供
た

ち
の
就
学
・
修
学
を
保
障
す
る
た
め
の
支
援
等
事
業
の
継
続
と
、
就
学

支
援
に
必
要
な
予
算
確
保
を
行
う
こ
と
。

　

決
可

成
賛
員
全

質
　疑

物価高騰の影響を受ける家計へ補助

見本

見本
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採
　
決

１ 

鈴
　
木

２ 

常
　
盤

３ 

松
　
崎

４ 

野
　
崎

５ 

藁
　
谷

７ 

矢
　
内

９ 

岡
　
部

10 

木
　
戸

11 

佐
　
川

12 

緑
　
川

８ 

佐
藤（
一
）

６ 

佐
藤（
弘
）

議案
番号 議　　案　　名

議会臨時会
小・中学校で電子黒板の購入など

新型コロナウイルス感染症対応臨時交付金などについて協議

議案
第40号 財産の取得について

古殿小学校・古殿中学校大型提示装置
（電子黒板）２３台
金　額　　１，３９７万円
相手方　　富士テレコム株式会社
　　　　　郡山支店　支店長　菊池敏弘

全ての黒板が電子黒板になるの
か。期待できる学習効果は。
可動型なので黒板の前に置き、映

像や文字を映します。昆虫や地図な
どを拡大して詳細な部分まで学んだ
り、児童生徒がタブレットで問題を解
いた時に、電子黒板で答えを共有し
たりできます。

Ｑ　Ｑ

Ａ　Ａ

議案
第33号

専決処分の承認を求めることについて
（令和３年度古殿町一般会計第８次補正予算）

　

決
可

成
賛
員
全

　

決
可

成
賛
員
全

　歳入および事業費等が確定したことによる、
759万 9,000円の減額補正。

町産材利用住宅建築支援

定住促進対策事業
３３０万円の減額補正となった理由は。
定住促進のための予算計上でしたが、令

和３年度は町外からの定住はなく減額となり
ました。

Ｑ　Ｑ
Ａ　Ａ

２６５万円の減額補正だが、予定よ
り町産材利用は進まなかったのか。
令和３年度は新築２件、増改築２

件で、想定より少ない状況でした。今
後は宅地分譲などで利用していただ
けるように考えています。

Ｑ　Ｑ

Ａ　Ａ

議会全員協議会６月10日

〇は賛成、×は反対、緑川議長は採決に加わらない。
６月定例会

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

６月１日

　議会全員協議会では６月定例会に上程
された令和４年度一般会計第１次補正
予算について、新型コロナウイルス感染
症対応地方創生臨時交付金の追加交付
による財源の振り替えや、古殿中学校体育
館設備LED化などについて協議しました。

６月定例会など 議案審議と各議員 賛  否賛  否の

臨 時 会

議案
第４１号

議案
第４２号

議案
第４３号

議案
第４４号

議案
第４５号

議案
第４６号

議案
第４７号

議案
第４８号

議案
第４９号

発議
第２号

発議
第３号              

古殿町議会議員及び古殿町長の選挙における選挙
運動の公営に関する条例の一部を改正する条例
公職選挙法等の改正に伴う、選挙運動用自動車等
の経費に係る限度額の改正

古殿町税条例等の一部を改正する条例
地方税法等の改正を受け、住宅借入金等特別控除
の適用期限を延長するもの

古殿町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
Ｐ２に掲載

新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少
した被保険者等に対する国民健康保険税及び介護保
険料の減免に関する条例の一部を改正する条例
コロナの影響で収入が減少した被保険者等に対す
る国保税と介護保険料の減免措置を延長

古殿町国民健康保険条例の一部を改正する条例の
一部を改正する条例
コロナ罹患者に対する傷病手当金支給の適用期限
を令和４年９月30日まで延長

古殿町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例
省令の施行に伴い、設備運営基準の改正を行うもの

石川地方町村障害児就学指導審議会共同設置規約
の変更について
共同設置機関「石川地方町村障害児就学指導審議
会」の通級指導教室の新設など規約を変更するもの

令和４年度古殿町一般会計第１次補正予算
Ｐ３に掲載

令和４年度古殿町国民健康保険特別会計第１次補正
予算
保険税率の本算定等により293万7,000円を減額
し、総額を５億6,560万1,000円とする

地方財政の充実・強化を求める意見書
Ｐ３に掲載

「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児
童生徒の十分な就学支援を求める意見書
Ｐ３に掲載

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

やぶさめアリーナに設置されているLED
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採
　
決

１ 

鈴
　
木

２ 

常
　
盤

３ 

松
　
崎

４ 

野
　
崎

５ 

藁
　
谷

７ 
矢
　
内

９ 

岡
　
部

10 

木
　
戸

11 

佐
　
川

12 

緑
　
川

８ 

佐
藤（
一
）

６ 
佐
藤（
弘
）

議案
番号 議　　案　　名

議会臨時会
小・中学校で電子黒板の購入など

新型コロナウイルス感染症対応臨時交付金などについて協議

議案
第40号 財産の取得について

古殿小学校・古殿中学校大型提示装置
（電子黒板）２３台
金　額　　１，３９７万円
相手方　　富士テレコム株式会社
　　　　　郡山支店　支店長　菊池敏弘

全ての黒板が電子黒板になるの
か。期待できる学習効果は。
可動型なので黒板の前に置き、映

像や文字を映します。昆虫や地図な
どを拡大して詳細な部分まで学んだ
り、児童生徒がタブレットで問題を解
いた時に、電子黒板で答えを共有し
たりできます。

Ｑ　Ｑ

Ａ　Ａ

議案
第33号

専決処分の承認を求めることについて
（令和３年度古殿町一般会計第８次補正予算）

　

決
可

成
賛
員
全

　

決
可

成
賛
員
全

　歳入および事業費等が確定したことによる、
759万 9,000円の減額補正。

町産材利用住宅建築支援

定住促進対策事業
３３０万円の減額補正となった理由は。
定住促進のための予算計上でしたが、令

和３年度は町外からの定住はなく減額となり
ました。

Ｑ　Ｑ
Ａ　Ａ

２６５万円の減額補正だが、予定よ
り町産材利用は進まなかったのか。
令和３年度は新築２件、増改築２

件で、想定より少ない状況でした。今
後は宅地分譲などで利用していただ
けるように考えています。

Ｑ　Ｑ

Ａ　Ａ

議会全員協議会６月10日

〇は賛成、×は反対、緑川議長は採決に加わらない。
６月定例会

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

６月１日

　議会全員協議会では６月定例会に上程
された令和４年度一般会計第１次補正
予算について、新型コロナウイルス感染
症対応地方創生臨時交付金の追加交付
による財源の振り替えや、古殿中学校体育
館設備LED化などについて協議しました。

６月定例会など 議案審議と各議員 賛  否賛  否の

臨 時 会

議案
第４１号

議案
第４２号

議案
第４３号

議案
第４４号

議案
第４５号

議案
第４６号

議案
第４７号

議案
第４８号

議案
第４９号

発議
第２号

発議
第３号              

古殿町議会議員及び古殿町長の選挙における選挙
運動の公営に関する条例の一部を改正する条例
公職選挙法等の改正に伴う、選挙運動用自動車等
の経費に係る限度額の改正

古殿町税条例等の一部を改正する条例
地方税法等の改正を受け、住宅借入金等特別控除
の適用期限を延長するもの

古殿町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
Ｐ２に掲載

新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少
した被保険者等に対する国民健康保険税及び介護保
険料の減免に関する条例の一部を改正する条例
コロナの影響で収入が減少した被保険者等に対す
る国保税と介護保険料の減免措置を延長

古殿町国民健康保険条例の一部を改正する条例の
一部を改正する条例
コロナ罹患者に対する傷病手当金支給の適用期限
を令和４年９月30日まで延長

古殿町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例
省令の施行に伴い、設備運営基準の改正を行うもの

石川地方町村障害児就学指導審議会共同設置規約
の変更について
共同設置機関「石川地方町村障害児就学指導審議
会」の通級指導教室の新設など規約を変更するもの

令和４年度古殿町一般会計第１次補正予算
Ｐ３に掲載

令和４年度古殿町国民健康保険特別会計第１次補正
予算
保険税率の本算定等により293万7,000円を減額
し、総額を５億6,560万1,000円とする

地方財政の充実・強化を求める意見書
Ｐ３に掲載

「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児
童生徒の十分な就学支援を求める意見書
Ｐ３に掲載

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

やぶさめアリーナに設置されているLED
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議会だより編集特別委員会研修
　議会だより編集特別委員会
は６月30日に福島市とうほう・
みんなの文化センターで町村議
会広報研修会を行いました。
　福島県町村議会議長会が主
催し、グラフィックデザイナーの
長岡光弘氏を講師に迎え、紙面
構成についての説明や、７町村
議会広報の講評を通して紙面
づくりを学びました。

山形県大江町デマンド型交通の取り組み等を視察
総務常任委員会研修総務常任委員会研修

産業建設常任委員会研修産業建設常任委員会研修
　産業建設常任委員会は５月２２日から２４日まで四国方面で研修を行いました。　
　高知県梼原町森林の文化創造推進課では豊かで持続可能な森林づくりへの取り組み、愛媛県内子町の
「（株）内子フレッシュパークからり」では道の駅の運営等について説明を受けました。

高知県梼原町 森林の文化創造推進課等を視察

高知県梼原町
●木質ペレットなど自然エネルギーの活用によ
る環境対策
●地域おこし協力隊の雇用、事業体や大学、企
業等も巻き込む森林づくり
今後の林業の取り組みについて参考にできる
要素がありました。

( 株 ) 内子フレッシュパークからり

●農産物の生産履歴を管理し、生産者情報の
閲覧が可能
●出荷者協議会の独立運営で生産者の意識向上
今後の道の駅拡張が実現すれば、大変参考に
なる点がありました。梼原町で様々な林業プロジェクトの説明を受ける委員

　総務常任委員会は６月２７日から２９日まで山形県・岩手県で研修を行いました。　
　山形県大江町政策推進課では交通空白地帯のデマンド型交通の取り組み、岩手県雫石町の道の駅「雫
石あねっこ」では運営方針等について説明を受けました。

山形県大江町

道の駅「雫石あねっこ」

●電話予約により、指定の目的地へ定額運行す
る乗り合いタクシー
●アンケート調査やモニター試験運行で町民の
ニーズを把握
試験運行等を行い、適宜、古殿町に合うシステ
ムの構築が必要です。

●来店頻度・リピート率を上げるための商品の
カスタマイズ
●施設内の温泉・オートキャンプ場などの相乗
効果が期待できる
道の駅の拡張計画では町の特色や独自性が重
要です。大江町でデマンド型交通の取り組みについて

説明を受ける委員

採
　
決
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鈴
　
木

２ 

常
　
盤

３ 

松
　
崎

４ 

野
　
崎

５ 

藁
　
谷

７ 

矢
　
内

９ 

岡
　
部

10 

木
　
戸

11 
佐
　
川

12 
緑
　
川

８ 

佐
藤（
一
）

６ 

佐
藤（
弘
）

議案
番号 議　　案　　名

第３回臨時会

紙面づくりを学ぶ委員

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

議案
第３３号

議案
第３４号

議案
第３５号

議案
第３６号

議案
第３７号

議案
第３８号

議案
第３９号

議案
第４０号

専決処分の承認を求めることについて
（令和３年度古殿町国民健康保険特別会計第５次補正予算）
保険給付費などの確定による、244万円の減額補正
専決処分の承認を求めることについて
（令和３年度古殿町簡易水道特別会計第４次補正予算）
使用料および事業の確定による、323万7,000円の
減額補正

専決処分の承認を求めることについて
（令和３年度古殿町農業集落排水事業特別会計第３次
補正予算）
使用料および事業の確定による、326万2,000円の
減額補正

専決処分の承認を求めることについて
（令和３年度古殿町林業集落排水事業特別会計第３次
補正予算）
使用料および事業の確定による、25万円の減額補正

専決処分の承認を求めることについて
（令和３年度古殿町介護保険特別会計第４次補正予算）
保険給付費などの確定による、488万2,000円の減
額補正
専決処分の承認を求めることについて
（令和３年度古殿町後期高齢者医療特別会計第３次補
正予算）
後期高齢者医療広域連合納付金の確定などによる、
14万3,000円の減額補正

財産の取得について
Ｐ４に掲載

 

承
認

 

承
認

 

承
認

 

承
認
 

承
認

 

承
認

 

承
認

可
決

専決処分の承認を求めることについて
（令和３年度古殿町一般会計第８次補正予算）
P４に掲載
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議会だより編集特別委員会研修
　議会だより編集特別委員会
は６月30日に福島市とうほう・
みんなの文化センターで町村議
会広報研修会を行いました。
　福島県町村議会議長会が主
催し、グラフィックデザイナーの
長岡光弘氏を講師に迎え、紙面
構成についての説明や、７町村
議会広報の講評を通して紙面
づくりを学びました。

山形県大江町デマンド型交通の取り組み等を視察
総務常任委員会研修総務常任委員会研修

産業建設常任委員会研修産業建設常任委員会研修
　産業建設常任委員会は５月２２日から２４日まで四国方面で研修を行いました。　
　高知県梼原町森林の文化創造推進課では豊かで持続可能な森林づくりへの取り組み、愛媛県内子町の
「（株）内子フレッシュパークからり」では道の駅の運営等について説明を受けました。

高知県梼原町 森林の文化創造推進課等を視察

高知県梼原町
●木質ペレットなど自然エネルギーの活用によ
る環境対策
●地域おこし協力隊の雇用、事業体や大学、企
業等も巻き込む森林づくり
今後の林業の取り組みについて参考にできる
要素がありました。

( 株 ) 内子フレッシュパークからり

●農産物の生産履歴を管理し、生産者情報の
閲覧が可能
●出荷者協議会の独立運営で生産者の意識向上
今後の道の駅拡張が実現すれば、大変参考に
なる点がありました。梼原町で様々な林業プロジェクトの説明を受ける委員

　総務常任委員会は６月２７日から２９日まで山形県・岩手県で研修を行いました。　
　山形県大江町政策推進課では交通空白地帯のデマンド型交通の取り組み、岩手県雫石町の道の駅「雫
石あねっこ」では運営方針等について説明を受けました。

山形県大江町

道の駅「雫石あねっこ」

●電話予約により、指定の目的地へ定額運行す
る乗り合いタクシー
●アンケート調査やモニター試験運行で町民の
ニーズを把握
試験運行等を行い、適宜、古殿町に合うシステ
ムの構築が必要です。

●来店頻度・リピート率を上げるための商品の
カスタマイズ
●施設内の温泉・オートキャンプ場などの相乗
効果が期待できる
道の駅の拡張計画では町の特色や独自性が重
要です。大江町でデマンド型交通の取り組みについて

説明を受ける委員
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盤
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松
　
崎
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野
　
崎
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藁
　
谷
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矢
　
内

９ 

岡
　
部
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戸
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佐
　
川
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緑
　
川
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佐
藤（
一
）

６ 

佐
藤（
弘
）

議案
番号 議　　案　　名

第３回臨時会

紙面づくりを学ぶ委員

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／
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議案
第３３号

議案
第３４号

議案
第３５号

議案
第３６号

議案
第３７号

議案
第３８号

議案
第３９号

議案
第４０号

専決処分の承認を求めることについて
（令和３年度古殿町国民健康保険特別会計第５次補正予算）
保険給付費などの確定による、244万円の減額補正
専決処分の承認を求めることについて
（令和３年度古殿町簡易水道特別会計第４次補正予算）
使用料および事業の確定による、323万7,000円の
減額補正

専決処分の承認を求めることについて
（令和３年度古殿町農業集落排水事業特別会計第３次
補正予算）
使用料および事業の確定による、326万2,000円の
減額補正

専決処分の承認を求めることについて
（令和３年度古殿町林業集落排水事業特別会計第３次
補正予算）
使用料および事業の確定による、25万円の減額補正

専決処分の承認を求めることについて
（令和３年度古殿町介護保険特別会計第４次補正予算）
保険給付費などの確定による、488万2,000円の減
額補正
専決処分の承認を求めることについて
（令和３年度古殿町後期高齢者医療特別会計第３次補
正予算）
後期高齢者医療広域連合納付金の確定などによる、
14万3,000円の減額補正

財産の取得について
Ｐ４に掲載

 

承
認

 

承
認

 

承
認

 

承
認

 

承
認

 

承
認

 

承
認

可
決

専決処分の承認を求めることについて
（令和３年度古殿町一般会計第８次補正予算）
P４に掲載
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町民の声を伝える

町政に生かす

町の考えをただす
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（１）ふるさと納税のあり方について
（２）遠隔授業について

岡 部 淳 一  議員 ………………………14
（１）地域交通最適化事業の今後の見通し
（２）水田活用交付金および農業資材値上げへの対応
（３）町営住宅長寿命化および建て替え計画の現況

　一般質問は６月15 日に５人の議員が
12 問の質問を行いました。質疑の一部
を要約してお伝えします。

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

大網庵改修工事等を視察

常任委員会の活動
　総務常任委員会は大網庵改修工事、越代のサクラ公園駐車場・町民憩いの森公園道路ペイン
ト事業等を視察し、状況を確認しました。現地視察後、視察箇所について意見交換をしました。ま
た、付託された請願２件を採択としました。

●周辺の草刈り
●進入路の整備
などの検討を要望

三株みどりの風公園等を視察
　産業建設常任委員会はふるどの東地区公園整備事業（三株みどりの風公園）、町民体育館シャ
ワー設備設置工事・非常用電源設置工事等を視察し、状況を確認しました。現地視察後、視察箇
所について意見交換をしました。

大網庵の改修内容について説明を受ける委員

ふるどの東地区公園整備事業の説明を受ける委員

● 利用促進の方法
などについて

意　見

意　見
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６
月
現
在
、
県
外
居

住
者
か
ら
１
件
の
申
込
み
が

あ
り
、
計
５
区
画
と
な
り
ま

し
た
。

　
　
　
子
供
の
減
少
に
よ
る

教
育
現
場
で
の
工
夫
は
。

　
　
　
　
学
校
行
事
で
は
特

に
弊
害
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

部
活
動
の
大
会
で
選
手
が
足

り
ず
、
補
充
す
る
な
ど
の
対

応
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
小
中
学
校
の
一
貫
教

育
等
へ
の
議
論
は
。
そ
の
将

来
像
は
。

　
　
　
　
令
和
３
年
か
ら
定

例
教
育
委
員
会
で
話
合
い
を

し
て
い
ま
す
。
令
和
８
年
度

か
ら
小
学
校
が
、
令
和
11
年

度
か
ら
中
学
校
が
１
ク
ラ
ス

と
な
り
、
対
策
を
取
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
現
状
と
今
後
は
。

　
　
　
小
中
学
校
と
産
業
振

興
課
に
１
名
ず
つ
配
置
し
て

い
ま
す
。
８
月
か
ら
英
語
指

導
隊
員
を
小
中
学
校
中
心
に

配
置
し
ま
す
。

　
　
　
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導

入
は
。

　
　
　
重
要
な
取
り
組
み
で

あ
り
、
新
規
就
農
者
の
確
保

と
併
せ
て
導
入
支
援
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
企
業
や
関
係
団
体
と

連
携
し
た
農
林
業
技
術
へ
の

取
り
組
み
は
。

　
　
　
関
係
機
関
等
と
協

議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

　
　
　
水
稲
農
地
の
集
積
の

進
捗
は
。

農林業政策

町活性化対策

公金管理

防災計画

一 般 質 問 一 般 質 問

次世代への農林業を守るための
取り組みは

Q

Ａ スマート農業導入を検討します

町公金管理体制はQ
Ａ 重層確認体制で手違いが発生しないよう
努めています

古殿町地域防災計画はQ
Ａ 県計画に沿って策定しています

林業政策 木材流通を考えた取引市場の整備はQ
Ａ 今後、検討の必要がある課題だと認識しています

将来を見据えた人口減少と活性化対策はQ
Ａ 小中学校の一貫教育などの話合いを
しています

野崎　喜彦 議員
のざき　　よしひこ

鈴木　隆 議員 
すずき　　たかし

10ふるどの議会だより　第160号
令和４年７月20日発行11 ふるどの議会だより　第160号令和４年７月20日発行

ドローンを利用したスマート農業

昭和50年に開校した
古殿中学校

町
長

町
長

町
長

野
崎

野
崎

野
崎

野
崎

　
　
　
給
付
金
等
の
振
り
込

み
で
手
違
い
が
発
生
し
た
こ

と
が
あ
る
か
。

　
　
　
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
手
違
い
を
未
然
に
防

ぐ
体
制
は
。
手
違
い
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
対
処

手
順
は
。

　
　
　
地
方
自
治
法
お
よ
び

財
務
規
則
に
の
っ
と
り
、
重

層
確
認
体
制
で
手
違
い
が
発

生
し
な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

万
が
一
発
生
し
た
場
合
は
所

要
の
手
続
き
を
進
め
ま
す
。

　
　
　
旧
論
田
小
学
校
跡
地

の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
で
使

用
す
る
燃
料
チ
ッ
プ
は
町
産

材
活
用
か
。

　
　
　
年
間
使
用
量
２
万
ト

ン
の
う
ち
、
１
万
４
０
０
０

ト
ン
が
町
産
材
活
用
予
定
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
環
境
先
進
企
業
を
活

用
し
た
森
づ
く
り
事
業
は
。

　
　
　
現
在
、
具
体
的
な
構

想
は
持
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
町
で
委
託
を
受
け
、

経
営
管
理
お
よ
び
適
正
化
を

行
う
森
林
経
営
管
理
制
度
の

進
捗
状
況
は
。

　
　
　
町
内
１
地
区
で
意
向

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

後
も
順
次
実
施
し
、
意
欲
の

あ
る
林
業
経
営
者
へ
の
再
委

託
や
町
が
直
接
行
う
な
ど
、

推
進
し
ま
す
。

　
　
　
土
砂
お
よ
び
河
川
災

害
予
防
対
策
は
。

　
　
　
急
傾
斜
指
定
区
域
、

県
管
理
河
川
は
県
に
情
報
提

供
し
、
災
害
防
止
工
事
の
要

望
を
し
て
い
ま
す
。
町
管
理

河
川
は
緊
急
防
災
・
減
災
事

業
債
等
を
活
用
し
て
改
修
等

を
行
う
と
と
も
に
、
民
間
宅

地
が
急
傾
斜
等
に
該
当
す
る

場
合
は
、
既
成
宅
地
防
災
工

事
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
長

町
長

鈴
木

鈴
木

　
　
　
現
住
人
口
数
と
人
口

動
態
の
自
然
増
減
と
社
会
増

減
の
推
移
は
。（
平
成
30
年
か

ら
令
和
３
年
）

　
　
　
住
民
基
本
台
帳
の
人

口
は
、４
８
１
６
人（
令
和

４
年
５
月
31
日
）。自
然
増

減
は
出
生
数
80
人
、
死
亡
者

数
３
８
４
人
で
３
０
４
人
の

減
。
社
会
増
減
は
転
入
者
３

５
０
人
、
転
出
者
６
２
５
人

で
２
７
５
人
の
減
、
合
計
で

５
７
９
人
の
減
で
す
。

　
　
　
人
口
減
少
の
抑
制
へ

の
重
点
施
策
は
何
か
。

　
　
　「
ふ
る
ど
の
暮
ら
し

の
ガ
イ
ド
」の
と
お
り
、住
ん

で
良
か
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る

施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
「
フ
ォ
レ
ス
ト
タ
ウ

ン
上
町
」
の
宅
地
販
売
の
現

状
は
。

緊急離着陸場に登録されている町民グラウンド
（須賀川地方広域消防本部提供）

　
　
　
水
田
台
帳
面
積
約
５

１
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、

集
積
面
積
は
67
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
集
積
率
は
13
．
１
％
で

す
。

　
　
　
「
将
来
の
望
ま
し
い

林
業
」
に
向
け
た
取
り
組
み

は
。

　
　
　
「
古
殿
町
林
業
活
性

化
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
適

正
な
伐
採
と
更
新
の
確
保
が

必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
農
業
用
資
材
や
肥
料

等
の
高
騰
に
よ
る
農
家
支
援

策
は
。

　
　
　
国
県
の
動
向
も
見
据

え
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

町
長

町
長

町
長

野
崎

野
崎

町
長

町
長

 

教
育
長

 

教
育
長

町
長

野
崎

野
崎

野
崎

野
崎

野
崎

　
　
　
拠
点
病
院
ま
で
搬
送

時
間
が
か
か
る
我
が
町
は
、

複
数
の
臨
時
離
着
陸
場
が
あ

れ
ば
、
所
要
時
間
短
縮
に
な

る
と
い
う
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
現
在
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
離
着
陸
場
は
町
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
古
殿
小
学
校
、
旧
山

上
小
学
校
、
旧
大
久
田
小
学

校
の
４
地
点
を
登
録
し
て
い

ま
す
。

町
長

鈴
木

町
長

鈴
木

町
長

鈴
木

町
長

鈴
木

町
長

鈴
木
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公金管理

防災計画

一 般 質 問 一 般 質 問

次世代への農林業を守るための
取り組みは

Q

Ａ スマート農業導入を検討します

町公金管理体制はQ
Ａ 重層確認体制で手違いが発生しないよう
努めています

古殿町地域防災計画はQ
Ａ 県計画に沿って策定しています

林業政策 木材流通を考えた取引市場の整備はQ
Ａ 今後、検討の必要がある課題だと認識しています

将来を見据えた人口減少と活性化対策はQ
Ａ 小中学校の一貫教育などの話合いを
しています

野崎　喜彦 議員
のざき　　よしひこ

鈴木　隆 議員 
すずき　　たかし
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ドローンを利用したスマート農業

昭和50年に開校した
古殿中学校

町
長

町
長

町
長

野
崎

野
崎

野
崎

野
崎

　
　
　
給
付
金
等
の
振
り
込

み
で
手
違
い
が
発
生
し
た
こ

と
が
あ
る
か
。

　
　
　
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
手
違
い
を
未
然
に
防

ぐ
体
制
は
。
手
違
い
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
対
処

手
順
は
。

　
　
　
地
方
自
治
法
お
よ
び

財
務
規
則
に
の
っ
と
り
、
重

層
確
認
体
制
で
手
違
い
が
発

生
し
な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

万
が
一
発
生
し
た
場
合
は
所

要
の
手
続
き
を
進
め
ま
す
。

　
　
　
旧
論
田
小
学
校
跡
地

の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
で
使

用
す
る
燃
料
チ
ッ
プ
は
町
産

材
活
用
か
。

　
　
　
年
間
使
用
量
２
万
ト

ン
の
う
ち
、
１
万
４
０
０
０

ト
ン
が
町
産
材
活
用
予
定
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
環
境
先
進
企
業
を
活

用
し
た
森
づ
く
り
事
業
は
。

　
　
　
現
在
、
具
体
的
な
構

想
は
持
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
町
で
委
託
を
受
け
、

経
営
管
理
お
よ
び
適
正
化
を

行
う
森
林
経
営
管
理
制
度
の

進
捗
状
況
は
。

　
　
　
町
内
１
地
区
で
意
向

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

後
も
順
次
実
施
し
、
意
欲
の

あ
る
林
業
経
営
者
へ
の
再
委

託
や
町
が
直
接
行
う
な
ど
、

推
進
し
ま
す
。

　
　
　
土
砂
お
よ
び
河
川
災

害
予
防
対
策
は
。

　
　
　
急
傾
斜
指
定
区
域
、

県
管
理
河
川
は
県
に
情
報
提

供
し
、
災
害
防
止
工
事
の
要

望
を
し
て
い
ま
す
。
町
管
理

河
川
は
緊
急
防
災
・
減
災
事

業
債
等
を
活
用
し
て
改
修
等

を
行
う
と
と
も
に
、
民
間
宅

地
が
急
傾
斜
等
に
該
当
す
る

場
合
は
、
既
成
宅
地
防
災
工

事
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
長

町
長

鈴
木

鈴
木

　
　
　
現
住
人
口
数
と
人
口

動
態
の
自
然
増
減
と
社
会
増

減
の
推
移
は
。（
平
成
30
年
か

ら
令
和
３
年
）

　
　
　
住
民
基
本
台
帳
の
人

口
は
、４
８
１
６
人（
令
和

４
年
５
月
31
日
）。自
然
増

減
は
出
生
数
80
人
、
死
亡
者

数
３
８
４
人
で
３
０
４
人
の

減
。
社
会
増
減
は
転
入
者
３

５
０
人
、
転
出
者
６
２
５
人

で
２
７
５
人
の
減
、
合
計
で

５
７
９
人
の
減
で
す
。

　
　
　
人
口
減
少
の
抑
制
へ

の
重
点
施
策
は
何
か
。

　
　
　「
ふ
る
ど
の
暮
ら
し

の
ガ
イ
ド
」の
と
お
り
、住
ん

で
良
か
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る

施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
「
フ
ォ
レ
ス
ト
タ
ウ

ン
上
町
」
の
宅
地
販
売
の
現

状
は
。

緊急離着陸場に登録されている町民グラウンド
（須賀川地方広域消防本部提供）

　
　
　
水
田
台
帳
面
積
約
５

１
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、

集
積
面
積
は
67
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
集
積
率
は
13
．
１
％
で

す
。

　
　
　
「
将
来
の
望
ま
し
い

林
業
」
に
向
け
た
取
り
組
み

は
。

　
　
　
「
古
殿
町
林
業
活
性

化
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
適

正
な
伐
採
と
更
新
の
確
保
が

必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
農
業
用
資
材
や
肥
料

等
の
高
騰
に
よ
る
農
家
支
援

策
は
。

　
　
　
国
県
の
動
向
も
見
据

え
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

町
長

町
長

町
長

野
崎

野
崎

町
長

町
長

 

教
育
長

 

教
育
長

町
長

野
崎

野
崎

野
崎

野
崎

野
崎

　
　
　
拠
点
病
院
ま
で
搬
送

時
間
が
か
か
る
我
が
町
は
、

複
数
の
臨
時
離
着
陸
場
が
あ

れ
ば
、
所
要
時
間
短
縮
に
な

る
と
い
う
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
現
在
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
離
着
陸
場
は
町
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
古
殿
小
学
校
、
旧
山

上
小
学
校
、
旧
大
久
田
小
学

校
の
４
地
点
を
登
録
し
て
い

ま
す
。

町
長

鈴
木

町
長

鈴
木

町
長

鈴
木

町
長

鈴
木

町
長

鈴
木



　
　
　
便
利
す
ぎ
て
、
思
考

力
の
低
下
の
心
配
は
。

　
　
　
　
ネ
ッ
ト
に
よ
る
調

べ
学
習
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、
思
考
力
を
伸
ば
す
こ
と

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
　  ※

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
で
今
後
、揃
え
る
機
器

は
。　
　
　
　

　
　
　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

W
i-

F
i
（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）

に
加
え
て
電
子
黒
板
が
導
入

さ
れ
ま
す
と
、
お
お
む
ね
揃

い
ま
す
。

※

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構

想…

１
人
１
台
の
端
末
と
、

家
庭
で
も
繋
が
る
通
信
環
境

を
学
校
に
整
備
す
る
計
画
で

す
。

　
　
　
　
26
人
で
す
。

　
　
　
中
学
校
で
の
通
学
自

転
車
の
点
検
結
果
、
自
転
車

損
害
賠
償
責
任
保
険
等
へ
の

加
入
は
。

　
　
　
　
点
検
し
た
自
転
車

13
台
は
す
べ
て
加
入
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
点
検
の
際
に
、
未
防

犯
登
録
自
転
車
は
何
台
か
、

故
障
し
て
い
た
自
転
車
は
何

台
か
。

　
　
　
　
未
登
録
自
転
車
１

台
、
故
障
自
転
車
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
県
は
、
犯
罪
被
害
者
の
遺

族
に
見
舞
金
を
支
給
す
る
県

内
市
町
村
に
対
し
補
助
す
る

「
福
島
県
犯
罪
被
害
者
等
支

援
条
例
」
を
制
定
し
、
４
月

１
日
施
行
に
伴
い
、
県
内
の

一
部
自
治
体
が
３
月
議
会
で

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。

　
　
　
町
と
し
て
、
犯
罪
被

害
者
の
遺
族
に
対
し
行
政
支

援
す
る
考
え
は
。

　
　
　
で
き
得
る
支
援
を
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

犯罪対策

交通安全対策

ふるさと納税

情報教育

一 般 質 問 一 般 質 問

「犯罪被害者等支援条例」を
制定すべきと思うが

Q

Ａ 現時点では考えておりません

自転車損害賠償責任保険等
加入促進への行政支援の考えは

Q

Ａ 小中学生はPTA安全互助会に
全員加入しております

藁谷　直𠮷 議員
わらがや　　なおよし

松崎　法通 議員 
まつざき　　のりみち
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町
長

藁
谷

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、

応
援
し
た
い
自
治
体
を
選
ん

で
寄
付
す
る
な
ど
の
趣
旨
の

も
と
、
納
税
し
て
い
た
だ
く

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
特

産
物
を
売
り
出
す
好
機
で
も

あ
り
、
町
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

　
　
　
近
隣
自
治
体
と
の
共

通
返
礼
品
も
考
え
る
べ
き
と

思
う
が
。

　
　
　
今
後
、
必
要
に
応
じ

て
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
ま

す
。

　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
に
対

し
、
仕
掛
人
と
な
り
得
る
よ

う
な
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

の
人
材
確
保
も
必
要
と
思
う

が
。

　
　
　
現
在
の
隊
員
の
活
用

を
含
め
、
人
材
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

町
長

町
長

松
崎

松
崎

タブレット授業の内容はQ
Ａ 動画撮影や作曲などがあります

　
今
年
度
は
電
子
黒
板
の
導

入
が
決
ま
り
、
機
器
の
操
作

に
先
生
方
の
負
担
も
あ
り
ま

す
が
、
今
後
、
仕
事
は
テ
レ

ワ
ー
ク
に
移
行
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
の
知
識
は
誰
も
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
遠
隔
授

業
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
授
業
に

お
い
て
学
習
の
内
容
は
。

　
　
　
　
動
画
撮
影
や
作
曲

な
ど
、
興
味
関
心
を
持
っ
て

授
業
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
機
器
の
苦
手
な
先
生

方
へ
の
対
処
方
法
は
。

　
　
　
　
各
種
研
修
会
で
の

操
作
や
活
用
方
法
の
習
得
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
に
よ
る
指
導

な
ど
で
す
。

松
崎

松
崎

松
崎

松
崎

　
昨
年
、
県
は
「
福
島
県
自

転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用

の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
を

制
定
し
、
今
年
４
月
１
日
か

ら
自
転
車
損
害
賠
償
責
任
保

険
等
へ
の
加
入
が
努
力
義
務

か
ら
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
小
学
校
の
児
童
が
ど

の
く
ら
い
自
転
車
を
保
有

し
、
家
族
の
自
転
車
を
利
用

し
て
い
る
児
童
は
何
人
か
。

　
　
　
　
自
分
の
自
転
車
を

持
っ
て
い
る
児
童
は
１
６
９

人
、
家
族
の
自
転
車
を
利
用

し
て
い
る
児
童
は
11
人
で
す
。

　
　
　
中
学
校
の
自
転
車
通

学
生
徒
は
何
人
か
。

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

藁
谷

藁
谷

藁
谷

藁
谷

　
　
　
国
や
県
の
鑑
評
会
で

受
賞
し
て
い
る
産
品
も
あ

り
、
返
礼
品
に
使
わ
れ
て
い

る
が
、
返
礼
品
へ
の
評
価
を

把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
寄
付
件
数
が
年
々
増

加
傾
向
で
あ
り
、
一
定
の
評

価
を
受
け
て
い
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

松
崎

町
長

返礼品となっている詰め合わせ

タブレットを活用した授業の様子

寄付件数が年々増加傾向であり
一定の評価を受けています

返礼品の評価はQ
Ａ



　
　
　
便
利
す
ぎ
て
、
思
考

力
の
低
下
の
心
配
は
。

　
　
　
　
ネ
ッ
ト
に
よ
る
調

べ
学
習
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、
思
考
力
を
伸
ば
す
こ
と

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
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Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
で
今
後
、揃
え
る
機
器

は
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タ
ブ
レ
ッ
ト
、

W
i-

F
i
（
ワ
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フ
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イ
）

に
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え
て
電
子
黒
板
が
導
入

さ
れ
ま
す
と
、
お
お
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ね
揃
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ま
す
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G
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ス
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構
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１
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の
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末
と
、

家
庭
で
も
繋
が
る
通
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環
境

を
学
校
に
整
備
す
る
計
画
で

す
。

　
　
　
　
26
人
で
す
。

　
　
　
中
学
校
で
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通
学
自

転
車
の
点
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結
果
、
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転
車
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責
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等
へ
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加
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点
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転
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13
台
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す
。

　
　
　
点
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に
、
未
防

犯
登
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車
は
何
台
か
、

故
障
し
て
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た
自
転
車
は
何
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か
。

　
　
　
　
未
登
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転
車
１

台
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故
障
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転
車
は
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り
ま

せ
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で
し
た
。

　
県
は
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犯
罪
被
害
者
の
遺
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に
見
舞
金
を
支
給
す
る
県

内
市
町
村
に
対
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補
助
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る

「
福
島
県
犯
罪
被
害
者
等
支

援
条
例
」
を
制
定
し
、
４
月

１
日
施
行
に
伴
い
、
県
内
の

一
部
自
治
体
が
３
月
議
会
で

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。

　
　
　
町
と
し
て
、
犯
罪
被

害
者
の
遺
族
に
対
し
行
政
支

援
す
る
考
え
は
。

　
　
　
で
き
得
る
支
援
を
し
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い
と
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え
ま
す
。
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町
長

藁
谷

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、

応
援
し
た
い
自
治
体
を
選
ん

で
寄
付
す
る
な
ど
の
趣
旨
の

も
と
、
納
税
し
て
い
た
だ
く

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
特

産
物
を
売
り
出
す
好
機
で
も

あ
り
、
町
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

　
　
　
近
隣
自
治
体
と
の
共

通
返
礼
品
も
考
え
る
べ
き
と

思
う
が
。

　
　
　
今
後
、
必
要
に
応
じ

て
協
議
し
な
が
ら
検
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し
ま

す
。

　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
に
対

し
、
仕
掛
人
と
な
り
得
る
よ

う
な
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

の
人
材
確
保
も
必
要
と
思
う

が
。

　
　
　
現
在
の
隊
員
の
活
用

を
含
め
、
人
材
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

町
長

町
長

松
崎

松
崎

タブレット授業の内容はQ
Ａ 動画撮影や作曲などがあります

　
今
年
度
は
電
子
黒
板
の
導

入
が
決
ま
り
、
機
器
の
操
作

に
先
生
方
の
負
担
も
あ
り
ま

す
が
、
今
後
、
仕
事
は
テ
レ

ワ
ー
ク
に
移
行
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
の
知
識
は
誰
も
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
遠
隔
授

業
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
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業
に
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習
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容
は
。
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画
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作
曲
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ど
、
興
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関
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を
持
っ
て

授
業
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
機
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の
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方
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の
対
処
方
法
は
。
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研
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会
で
の

操
作
や
活
用
方
法
の
習
得
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
に
よ
る
指
導

な
ど
で
す
。

松
崎

松
崎

松
崎

松
崎

　
昨
年
、
県
は
「
福
島
県
自

転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用

の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
を

制
定
し
、
今
年
４
月
１
日
か

ら
自
転
車
損
害
賠
償
責
任
保

険
等
へ
の
加
入
が
努
力
義
務

か
ら
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
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ど

の
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転
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有
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転
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を
利
用

し
て
い
る
児
童
は
何
人
か
。
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分
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自
転
車
を

持
っ
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い
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児
童
は
１
６
９

人
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家
族
の
自
転
車
を
利
用

し
て
い
る
児
童
は
11
人
で
す
。

　
　
　
中
学
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転
車
通

学
生
徒
は
何
人
か
。
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長
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藁
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で

受
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い
る
産
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も
あ

り
、
返
礼
品
に
使
わ
れ
て
い

る
が
、
返
礼
品
へ
の
評
価
を

把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
寄
付
件
数
が
年
々
増

加
傾
向
で
あ
り
、
一
定
の
評

価
を
受
け
て
い
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

松
崎

町
長

返礼品となっている詰め合わせ

タブレットを活用した授業の様子

寄付件数が年々増加傾向であり
一定の評価を受けています

返礼品の評価はQ
Ａ
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高齢者の足となっている循環バス

順調に生育する稲

地域交通最適化事業の今後の見通しはQ
Ａ 早期に方向性を示せるように
検討を進めます

水田活用交付金および
農業資材値上げへの対応は

Q

Ａ 重要な問題と認識しており
国県の動向も見据えて検討します

追跡追跡レポート
その後
　   どうなった？

No.58

ふるさと納税の拡大についてテーマ

Q　令和３年９月一般質問から
町の特産品、新規顧客の獲得および拡大に向けた、
方向性や計画はあるのか。

A　町長答弁
新たに「組手什」を返礼品に加え、林業のまち古殿
をＰＲし、利用者の増に努めます。

木材のまちのPRに
なるね。

その後の
対　　応

ふるさと納税の返礼品に「組手什」が加わりました。
　また、ふるどの地域資源磨き上げイベント「フルドノタイム」でも組手什を使っ
た家具作りが開催され、町内でのＰＲにもなりました。

ふるさと納税の返礼品となっている組手什

フルドノタイムで行われた組手什の家具作り体験

　
こ
の
事
業
は
人
口
減
少
と

少
子
高
齢
化
な
ど
の
事
態
に

町
民
の
足
を
確
保
し
、
住
ん

で
よ
か
っ
た
古
殿
町
と
し
て

の
施
策
の
一
環
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
成
果
品
に
つ
い
て

は
、
町
に
と
っ
て
具
体
的
に

何
が
適
し
て
い
な
い
の
か
。

　
　
　
公
共
交
通
体
系
の
今

後
の
在
り
方
の
一
つ
、
検
討

材
料
の
一
つ
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
業
務
委
託
の
時
点
で

地
理
、
道
路
、
人
口
動
向
、

町
民
の
要
望
な
ど
の
説
明
は

的
確
だ
っ
た
の
か
。

　
　
　
当
該
内
容
に
つ
い
て

は
業
務
委
託
内
容
と
し
て
事

業
者
が
把
握
、
整
理
す
べ
き

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
成
果
品
提
案
に
対
し

て
の
再
検
討
は
ど
う
進
め
ら

れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
デ

マ
ン
ド
対
応
で
受
委
託
の
問

題
は
ど
ん
な
体
制
で
検
討
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
総
務
課
内
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置

し
、
再
検
討
を
進
め
、
関
係

部
署
と
も
連
携
し
て
進
め
て

い
ま
す
。

　
　
　
ど
の
時
点
ま
で
に
大

筋
の
方
向
性
を
示
す
の
か
。

　
　
　
早
期
に
方
向
性
を
示

せ
る
よ
う
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
　
　
交
付
金
事
業
は
ど
ん

な
内
容
に
変
更
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　
飼
料
用
米
の
複
数
年

契
約
加
算
分
の
廃
止
や
、
播

種
し
な
い
永
年
性
牧
草
交
付

金
の
減
額
、
５
年
間
に
一
度

も
水
張
り
し
な
い
農
地
は
交

付
対
象
と
し
な
い
方
針
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
影
響
を
受
け
る
農
家

数
と
そ
の
実
態
調
査
は
。

　
　
　
今
年
度
の
経
営
所
得

安
定
対
策
の
申
請
者
約
２
２

０
人
に
影
響
す
る
と
考
え
ま

す
。

　
　
　
肥
料
や
農
機
具
値
上

げ
の
認
識
と
町
の
対
策
は
。

　
　
　
生
産
者
の
生
活
に
直

結
す
る
重
要
な
問
題
と
認
識

し
て
お
り
、
支
援
対
策
に
つ

い
て
は
、
国
県
の
動
向
も
見

据
え
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

他
の
そ

質
の

問

「
町
営
住
宅
長
寿
命
化
お

よ
び
建
て
替
え
計
画
の
現

況
」
に
つ
い
て
の
質
問
も

行
い
ま
し
た
。

　
　
　
米
価
下
落
の
中
で
町

農
業
も
大
き
な
曲
が
り
角
に

来
て
い
る
が
、
そ
の
事
態
へ

の
認
識
と
町
の
対
応
は
。

　
　
　
米
価
下
落
や
高
齢
化

に
よ
る
担
い
手
不
足
な
ど
、

取
り
巻
く
状
況
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
お

り
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

強
化
し
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン

等
の
計
画
を
基
に
、
今
後
の

農
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
、さ

ら
に
協
議
を
進
め
ま
す
。

くでじゅう
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長
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古殿町のホームページからもご覧いただけます。
古殿町 検　索 町議会へ

＊会社の設立と歴史を教えてください。

今年で創業50周年、地域に多大な貢献

議会を傍聴してみませんか
次回の
定例会 9月上旬

Ｎｏ.８
 今回紹介するのは、「アスター工業株式会社」の皆さんです。

　藤原博志社長は「当社は 1972 年 ( 昭和 47 年 ) に田
口で操業を開始したので、今年が記念すべき 50 周年と
なります。多くの皆様の支援のお陰です。感謝申し上げ
たい」と感慨もひとしおに話されました。
　精密プレス加工を中心としたタップ・カシメ、組立を
はじめとして、車載用機器部品、医療機器部品やパソコ
ン周辺機器部品などの製造を行っています。
　当時、働ける場所が限られていた当町に、町内を中心
とした「雇用の場」を創出いただいたことによる地域経済
への貢献度は計り知れないものがあると感じました。

創業当時のアスター工業

社員一丸で社会や地域の発展に尽力を
　社長は「『使命感なきところに危機意識なし』『危機意識なきところに創造性なし』『創造性なきところ
に企業の発展なし』をモットーに、社員一丸となって社会や地域の発展に役立つよう一層努力したい」と
力強く話されました。

アスター工業株式会社の皆さん

＊会社の目指していることは何ですか。


